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このたびはプライム・スター製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。この取
扱説明書をよくお読みのうえ、本製品を安全にお使いください。またこの取扱説明書 ( 保証書
を含みます ) はいつでもご覧になれるよう、お手元に大切に保管してください。別紙で追加情
報が同梱されているときは必ず参照してください。本製品を初めてご使用になるときは充電し
てからご使用ください。

本製品は誤った使用方法や規格の範囲を超えた使用により火災や感電などの人身
事故に繋がる恐れがあります。必ず本書に記載された安全のための注意事項をお
守りください。

注意

3200

PR-HUG-3200 ( 白 )
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〒107-0052 東京都港区赤坂4丁目8番14号赤坂坂東ビルディング8階
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1. はじめに 安全にお使い頂くために

本書は HUG3200 家庭用リチウムイオンバッテリーの取り扱いについて、より安
全にお使い頂くために、使用上の注意点についてまとめたものです。本製品をご
使用になる前に必ず本書をお読みください。いつでもご覧頂けますよう大切に保
管してください。

指示に従わなかった場合、 使用者や第三者が死亡または重度の障害を
負うおそれがあることを示しています。 

HUG3200 は、本書をご覧頂いた後すぐにお使い頂くことができます。タッチパ
ネル LCD ディスプレイに表示された内容に従って本機の設定や操作を行う事が
出来ます。また、本製品のコミュニケーション・ポート（RS-485）を通じて問題
に対処することが出来ます。

1)

2)
3)
4)
5)
6)

7)

8)
9)

本製品を正しく安全に末永くお使い頂く為に、以下の注意事項をご確認ください。
本書に記された注意事項に反した使用や改造等は大変危険ですので決して行わな
いでください。誤った使用による故障は保証の対象外となりますのでご注意くだ
さい。

「注意」及び「警告」のマークに記述された内容に従った取扱いを行ってください。
本製品を直射日光のもとや風雨にさらさないでください。
本製品をその他の熱源となる機器のそばで使用しないでください。
設置の際、本製品の放熱部と壁からは適度な距離をとってください。
本製品のお手入れは、乾いた布で行ってください。湿った布等を使うと感電の恐
れがありますのでご注意ください。
火災の際には粉状の消火剤を使って消火してください。液体の消火剤は感電に繋
がる恐れがあり大変危険です。
本機の外装を外したり、内部に手を入れる事は決して行わないでください。
メンテナンスが必要になった場合は、弊社にご連絡ください。
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危険

指示に従わなかった場合、 使用者や第三者が傷害を負ったり本製品を
破損させるおそれがあることを示しています。

注意

この記号は危険を促す事項を示しています。
◇の中に具体的な危険内容 ( 左図の場合は一般的な危険 ) が描かれています。

この記号は注意を促す事項を示しています。
△の中に具体的な危険内容 ( 左図の場合は一般的な注意 ) が描かれています。

この記号は禁止 ( してはいけないこと ) を示しています。 
○の中に具体的な禁止内容 ( 左図の場合は一般的な禁止項目 ) が描かれています。

この記号は強制 ( 必ずしなければならないこと ) を示しています。 
●の中に具体的な指示内容 ( 左図の場合は一般的な強制項目 ) が描かれています。

図記号の意味

危   険

危   険

一般的な危険

一般的な注意

一般的な禁止項目

一般的な強制項目 接地せよ

分解禁止 火気使用禁止

感電のおそれあり

感電注意

火災のおそれあり

感電のおそれあり。分解、修理、改造は絶対にしないでください。本製品内部には高電圧回路があります。
誤って触ると感電するおそれがあり大変危険です。 

電源変動が頻繁に発生する場所では、バックアップ運転が頻繁に発生して、バッテリーが空になりや
すく、停電時に作動しない恐れがありますので、ご注意ください。 

接続する機器の消費電力の合計は本製品の定格電力以下としてください。故障の原因になる恐れがあ
ります。 

本製品を運転する前に負荷側の安全を確認し、本書に従って運転操作を行ってください。 

この装置の動力源を断つには、UPS を停止した後に、入力プラグを抜いてください。 

火災のおそれあり。本製品から異臭、異音、発煙、発火等が発生した場合は、すぐに強制停止して、
入力プラグをコンセントから抜くか、外部設置の受電用ブレーカを OFF にしてください。その後、お
買い上げの販売店または弊社にご連絡ください。万一火災等になった場合、電気火災用 ( 粉末・ABC)
消火器を使用してください。水等での消火はしないでください。 

1-1  本書について

1-2  ご使用にあたって

1-3  使用上の注意

1-4  本書の安全についての記号と意味

1-5  使用上の注意

一般のゴミとして破棄しないでください。
一般ゴミとして廃棄すると、ゴミ収集車内や集積場での発煙、発火の原因になります。
廃棄する場合は、お買いあげの販売店または当社にお問い合わせください。
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注   意注   意
本製品周辺での喫煙、火気の使用はしないでください。爆発、破損により、けが、火災等の恐れがあ
ります。 

本製品の上部に花瓶などの水の入った容器等を置かないでください。容器等が転倒した場合、こぼれ
た水での感電、本製品からの火災の原因になる恐れがあります。 

本製品の上部に腰掛けたり、乗ったり踏み台にしたり、よりかかったりしないでください。本製品の
故障だけでなく、けがの恐れがあります。 

本製品を使用中に、入力と出力はショートさせないでください。 
電流が還流してアークが発生し、やけどや視覚の障害などの恐れがあります。 

電源変動が頻繁に発生する場所では、バックアップ運転が頻繁に発生してバッテリーが空になりやす
く、停電時に作動しない恐れがありますのでご注意ください。 

接続する機器の消費電力の合計は本製品の定格電力以下としてください。故障の原因になる恐れがあ
ります。

本製品を運転する前に負荷側の安全を確認し、本書に従って運転操作をしてください。 

この装置の動力源を断つには、UPS を停止した後に入力プラグを抜いてください。

上記負荷設備に使用する場合は、事前に弊社にご相談ください。人の安全に関与し、公共の機能維持
に重大な影響を及ぼす装置などについてはシステムの多重化、非常用発電設備の設置など、運用、維持、
管理について特別な配慮が必要となります。 

次のことをお確かめの上ご使用ください。下記の条件を満たさない場合はバックアップ運転を続け、

放電完了後に停止します。 

本機を自家発電装置等の電源周波数が大きく変動する機器と組み合わせて使用する場合は、必ず事前に

動作確認試験を行ってからご使用ください。 

本機は入力電源が供給されたときに入力電源周波数を自動認識しております。入力電源周波数が、規定

値でない状態で本機を接続する場合、電源周波数を誤認識し正常に動作しない場合があります。本機が

起動している状態で、商用電源から発電装置等の電源に切り替わる場合には問題ありません。ただし、

発電機の周波数は商用電源と一致させてください。 

発電機を入力電源として使用する場合の注意事項 

a) 人命に直接かかわる医療機器等への使用
b) 人身の損傷に至る可能性のある電車、エレベータ等への使用
c) 社会的、公共的に重要なコンピュータシステム等への使用
d) これらに準ずる装置

本製品の端子、コンセント、バッテリーコネクタ、通風口などに金属棒、指などを差し込まないでく
ださい。感電、けがの恐れがあります。 

濡れた手で本製品に触らないでください。感電、けがの恐れがあります。 

次のような用途には絶対に使用しないでください。 
① 発電機の出力電圧が、本製品の停電感度設定範囲内であること。
② 発電機の出力電圧周波数が、本製品の交流入力周波数の範囲内であること。

③ 発電機の出力電圧に、大きな歪のないこと。

④ 発電機の出力電圧周波数が、脈動しないこと。

UPS に起因する事故があっても、装置・接続機器・ソフトウェアの異常・故障に対する障害・その他
二次的な波及損害を含むすべての損害は保証の対象外となります。 

本製品は磁気的漏洩があります。磁気の影響を受けやすい機器 (CRT やスピーカ等 ) は場合によっては
本製品から離して設置してください。 

本製品は日本以外で使用しないでください。 
本製品を国外で使用すると、電圧、使用環境等の変化により発煙、発火等の原因となる場合があります。

UPS を異常状態のままで使用しないでください。特に、煙・音・においに異常のある場合は、すみや
かに本製品を停止してください。装置故障および、事故の原因をとなる恐れがあります。UPS 停止後、
入力プラグを抜いて、お買い上げの販売店または弊社にご連絡ください。 

UPS の絶縁耐圧試験や絶縁抵抗試験は実施しないでください。装置故障および、事故の原因となる恐
れがあります。 

本機をソーラーパネルと接続する前に、必ずサージ・落雷保護 (SPD) を接続してください。

① 落雷保護（SPD) が動作しない、もしくは破損した場合は回路が短絡状態となり、非常に危険です。

　 必ず、SPD とソーラーパネルの間に  漏電遮断ブレーカーをつないでください。

② ソーラーパネルの設置用フレームは、必ずアースを撮ってください。

③ ソーラーパネルの出力電圧は、75V ～ 150VDC の範囲で、最大出力電力が 1200W を超えない範囲の

　 ものをご使用ください。
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HUG3200 は、ご家庭でもお使い頂けるリチウムイオンバッテリーです。ソーラー
パネルによる充電機能も備えています。また、BMS（バッテリー・マネージメント・
システム）機能を持ち、ソーラーパネルや AC 電源から供給されるエネルギーを
バッテリーに充電や停電や災害時の電源として様々な電化製品や電子機器にご利用
頂けます。HUG3200 は安全で簡単に使える安定した性能と信頼性を持ち合わせた
リチウムイオンバッテリーです。

2-1 機能概要

2-2  外形寸法 (mm)

2-3  各部の名称

2-4  製品仕様
2. 製品概要・製品仕様

背面

電源スイッチタッチパネル 通風口

放熱用ファン

PV（ソーラーパネル）入力ソケットｘ２

AC 出力ｘ２

AC入力ソケット

コミュニケーション・ポート（RS-485）ｘ２

300

46
0

50
90

60
0

580

正面 側面 背面

定格出力電力 1500W
最大出力電力 2200W
定格出力電圧 100～120Vac
出力周波数 50/60Hz
THD ＜3.0％

120％＜負荷＜130％（10分間）
130％＜負荷＜145％（10秒間）

消費電力（無負荷時） ＜20W
最大効率（＞70％負荷） 92%

入力電圧 100Vac
入力周波数範囲 50/60Hz±5Hz
最大充電電力 600W
最大効率 ＞92％

最大入力電力 1200W
MPPT 入力数 2
MPPT 入力電圧範囲 75～140VDC

最大入力電圧 150V
MPPT 効率 99.50%
最大効率 ＞96％
ソーラーパネル充電制御 MPPT

定格電圧 51.8V
定格容量（C20) 65Ah
バッテリー種類 Li-ion（リチウムイオン）
最大充電電圧 58.5V
放電カット・オフ電圧 42.0V
充電温度範囲 0℃～45℃
放電温度範囲 -20℃～60℃

耐水性 IP21
通信機能 RS-485
動作環境 5％～90％RH、0～40℃
外形寸法 508x270x600 (mm)
重量 47kg

許容過負荷

出力

AC 充電

ソーラーパネル充電

バッテリー

その他
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2-5  設置

09

2-5-1 設置上の注意

注   意
通風口を塞がないでください。 
本製品の内部温度が上昇し、火災等の原因になるおそれがあります。通風口は、本体側面にそれぞれ 4 
か所あります。8 ページの「設置スペースについて」を参照し、設置してください。 

以下のような環境での使用、保管等は絶対にしないでください。故障、損傷、劣化等によって火災等
の原因となる恐れがあります。 

本製品の重量は約 47kg です。重量物につき、取扱いに注意してください。けが等の恐れがあります。
落下させないでください。持ち上げたりする場合は、身体を痛めないように注意してください。 

動作環境は湿度 5%~90%RH、周囲温度 0~40℃です。

感電の恐れあり 
安全に作業するために、身につけている貴金属類 ( 時計や指輪などの導電性のもの ) を外してください。
また、誤って本製品内部の部品や端子に触れて感電したり、短絡事故等が発生しないように使用され
る工具 ( プラスドライバ等 ) には絶縁テープを巻くなどしてください。 本製品内部には高電圧部分や
バッテリーが内蔵されていますので、十分注意して作業を行ってください。 

・カタログ、本書に記載された周囲環境条件から外れた高温、低温、多湿、となる場所
・直射日光があたる場所
・ストーブ等の熱源から熱を直接受ける場所
・振動、衝撃の加わる場所
・火花が発生する機器の近く
・粉塵、腐食性ガス、塩分、可燃性ガス、水滴があたる場所
・屋外
・海抜 1000m を越える場所
・ 氷点下となる可能性がある寒冷地
・その他上記に類するような環境

設置場所は本製品の重量に注意し、安定した場所に設置して確実に固定してください。 

本製品は横倒しにしたり、傾け設置はできません。

本製品は安定動作の為に放熱用ファンを備えています。ファンの吸排気を妨げ
ないよう周囲のスペースを下図のように確保出来る場所に設置してください。

2-5-2 設置スペースについて

注   意

密閉した空間で使用しないでください。

熱がこもらないように、設置してください。

2cm 以上

10cm 以上

10cm 以上



メインメニュー画面からアイコン　　　を
タッチします。
ソーラーパネルからの給電状態の確認ができ
ます。　

メインメニュー画面からアイコン　　　を
タッチします。
AC 入力の状態の確認ができます。　

VDC

W

Kwh

°C

  

      

戻る

100

50

30

529
電  源

電 力 系 統 入 力 パラメ ー タ

電 力 系 統 電 圧

電 力 系 統 周 波 数

電力系統充電温度

電力系統充電パワー

電  源

ソーラーパネル 
VDC

W

Kwh

°C

  

      

戻る

103.5

1050

50

5.920
ソーラーパネル

ソーラーパネルパラメータ

P V 入 力 電 圧

P V 充 電 温 度

P V 総 発 電 量

P V 充 電 パ ワ ー

1) システムの充電中は状態を示すアイコン
　　と　が点滅します。
( 充電されていない時は　  　)　

2) AC 給電出力 :
3) インバーター出力 :
4) アラーム :
     アラーム・アイコンの点滅と同時にブザー
     が鳴ります。ブザー音を消すにはこのアイ
     コンをタッチして下さい。

電源出力

電源
V

W

Wh

110

1500

123078% 発電量 

ソーラーパネル 消費電力電力出力

電源

出力電圧

出力電力

設定HUG3200 情報 言語

2017-08-31
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3-1  ご使用の前に

11

本製品は開梱後すぐに使用できますが、輸送や保管の間に自然放電している場合が有る為、
開梱時には先ず充電残量をご確認ください。充電残量は、本製品の電源スイッチを長押し
( 約 2 秒 ) し、タッチパネルのメイン画面表示で確認できます。

3-2  接続する前に

3. システムの接続と操作

本製品の同梱品をご確認ください。

同梱品の明細 数量
1
1
2
1

HUG3200 本体 
専用 AC 入力ケーブル
ソーラーパネルケーブル
取扱説明書 ( 保証書付 ) 専用 AC 入力ケーブル ソーラーパネルケーブル

取扱説明書

本機は出荷の前に厳密な検査が行われていますが、本機を受領の後に仕様と状態、同梱品をご確
認ください。輸送中に発生したダメージや、仕様違い欠品などございましたら直ぐに保証書に記
載された販売店にご連絡ください。

3-3-1 主要操作インターフェース

【メインメニュー画面】

3-3-2 PV 入力（ソーラーパネルパラメータ）

3-3-3   AC 入力（電力系統入力パラメータ）

3-3 操作

V

W

Wh

110

1500

123078% 発電量 

ソーラーパネル 消費電力電力出力

電源

出力電圧

出力電力
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※アラーム設定の詳細は、16 ページ (3-3-6-2) を
ご参照ください。



運転モード

戻 る

はい

UPSモード

いいえ

保有量:           %30

タイマー設定

保有量:           %

動作モード

PVモード

UPSモード

タイマーモード

戻 る

80

ソーラーパネル（PV モード）、AC 給電（UPS モード）及び 動作時間（タイマートモード）のい
ずれかを選択することができます。AC100V 給電で充電する場合は「UPS モード」を選びます。

動作モード
戻 る

システム設定

製品情報

初期設定に戻す

出力電圧設定

アラーム設定

時間設定

システムの設定を行うには、メインメニュー
で LCD タッチパネル上部に表示されている

「設定」をタッチします。V

W

Wh
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1500
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バッテリーの状態を知るには、メインメニュー
でアイコン　　をタッチします。　

残りの容量               
電池電圧             

%
V

電池情報

戻 る 90

57.9

負荷と出力の状態を知るには、
アイコン　　　をタッチします。　°C

VDC

A

Hz
W
V

戻 る 出力パラメーター

出 力 電 圧
出  力   電   力
出 力 周 波 数 
インバーター温度
電池放電電流
電 池 電 圧

消費電力 消費電力

100
1500
50
40
27.3

57.9

12 13

3-3-5   バッテリー（電池情報パラメータ）

3-3-4   負荷と出力（出力パラメータ）

3-3-6   システムの設定

システム設定画面に切り替わります。
　　　　　　 を選択します。動作モード

保有量:           %30

タイマー設定

保有量:           %

動作モード

PVモード

UPSモード

タイマーモード

戻 る

80
戻る場合は、「いいえ」を選択します。「はい」
を選択するとアイコンが　  から　  に切り替
わり、設定が完了したことを示します。



インバーター出力電圧     V

インバーター 設 定

インバーター設定戻 る

110

戻 る Vインバータ出力電圧

インバータパラメーター

110

システム設定画面に切り替わると、 
　　　　　　を選択します。

動作モード
戻 る

システム設定

製品情報

初期設定に戻す

出力電圧設定

アラーム設定

時間設定

出力電圧設定
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メインメニュー画面で　　　　　を選択します。設定

開始               時              分

終了               時              分

充電
時間               

開始               時              分

終了               時             分

放電
時間               

戻 る

タイマーモード

22 0

8 0

8 0

18 0

開始            時       分
充電時間

放電時間

戻 る

ピークシフトモード

22 0

　　　　　　　をタッチし、動作時間（タイ
マーモード）の充放電時間を設定することが
できます。

保有率:           %30

タイマー設定

保有率:           %

動作モード

PVモード

UPSモード

タイマーモード

戻 る

80

タイマー設定

UPSモードの保有量は50%~90%の間で設定することができます。左上の画面で設定されてい
る「保有量80%」はこの値を下回ると給電が内蔵バッテリーから外部(AC100V)に切り換わる
数値です。UPSモードの保有量を変更するには、表示されている数字(画面の場合、80）をタ
ッチすると、右上の画面に切り換わります。この画面で設定したい保有量の範囲を50~90の間
で入力します。

保有率:           %30

タイマー設定

保有率:           %

動作モード

PVモード

UPSモード

タイマーモード

戻 る

80

14 15

以下の左図の赤で表示された数字をタッチすると、右図のように時間設定画面に切り替わります。
以下の左図の赤で表示された数字をタッチすると、右図のような画面に切り替わります。
インバーター出力電圧の設定範囲は 100V ～ 130V です。

3-3-6-1   インバーター出力電圧の設定

戻 る

動作モード



戻 る

初期設定に戻す

初期設定に戻す

初期設定に戻す 戻 る

初期設定に戻す

初期設定に戻す

はい

初期設定に戻す

いいえ

システム設定画面に切り替わったら 
　　　　　　を選択します。

動作モード
戻 る

システム設定

製品情報

初期設定に戻す

出力電圧設定

アラーム設定

時間設定

初期設定に戻す

* 初期設定とは、工場出荷時の設定です。
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メインメニュー画面で　　　　　を選択します。設定

アラーム設定戻 る

アラーム設定 はい

ブザーを消すかどうか

いいえ

アラーム設定戻 る

アラーム設定

ブザー使用

ブザー音を消す

アラーム設定戻 る

アラーム設定

ブザー使用

ブザー音を消す

アラーム設定戻 る

アラーム設定 はい

ブザーを使用するかどうか

いいえ

動作モード
戻 る

システム設定

製品情報

初期設定に戻す

出力電圧設定

アラーム設定

時間設定

　　　　　　を選択します。アラーム設定

16 17

3-3-6-2   アラームの設定

「アラーム設定」画面で「ブザー音を消す」をタッチし、次の画面で「Yes」を選択する事で
ブザー音を消すことができます。

「No」を選択すると前画面に、「Yes」を選択すると工場出荷時の設定にリセットされます。

3-3-6-3   設定のリセット

・出力電圧：110V・動作モード：PV mode （ソーラーパネル接続）
工場出荷時の設定は、以下の通りです。

・充電時間 1) Start: 22:00 2) End:08:00 ・放電時間 1) Start: 08:00 2) End:16:00

アラーム設定画面では、アラーム音 ( ブザー ) のオン / オフ設定ができます。
左図の画面は本機のブザーがオフに設定されている状態を示しています。

「ブザー使用」を選択します。「Yes」を選択するとブザーが有効となり、「No」で消音となります。 
ブザー ON:　　ブザー OFF:



戻 る

次へ 8.   インバーターバス電圧異常

6.   インバーター入力過電流保護

5.   インバーターファン異常

4.   充電ファン異常

1.   電池残量低下

2.   BMS通信異常

3.   ファン異常

システム情報
1/4 7.   インバーター入力か温度保護

V

W

Wh

110

1500

123078% 発電量 

ソーラーパネル 消費電力電力出力

電源

出力電圧

出力電力

設定HUG3200 情報 言語

動作モード
戻 る

システム設定

製品情報

初期設定に戻す

出力電圧設定

アラーム設定

時間設定

HUG3200

V16

SERD00001-1

製品情報

戻る

モデル

製品コード
ソフトウェアバージョン

製品情報

戻 る システム時間設定

時間設定

20-〇〇-〇〇 　  〇〇:〇〇:〇〇

システム時間設定

時間設定

戻 る

2015-01-01         08:10:36

動作モード
戻 る

システム設定

製品情報

初期設定に戻す

出力電圧設定

アラーム設定

時間設定

　　　　　　を選択します。時間設定

18 19

3-3-6-4   時間の設定

日付・時刻表示をタッチします。日付・時刻を入力し「OK」をタッチして、設定完了です。
「ESC」をタッチすると元の画面に戻ります。

メインメニュー画面の「設定」をタッチし、「製品情報」を選択します。

3-3-6-5   製品情報確認

3-3-7   システムの情報確認 （保護回路動作と警告表示 )

メインメニュー画面から　　　　　を選択します。情報

【表示画面の内容・対処方法】

No. 表示 内容 対処方法

1 電池残量低下 充電残量が低下している 1．直ちに充電を開始してください。
2．復帰しない場合は、保証書に記載のお買い上げ販売店にご連絡ください。

2 BMS通信異常
BMS（バッテリ・マネジメント・システム、電池
電圧・電流の管理基板）と各制御基板の通
信に異常

1．再起動してください。
2．復帰しない場合は、保証書に記載のお買い上げ販売店にご連絡ください。

3 ファン異常 本体側部のファンの異常 1．本体のファンが動作（回転）しているかを確認してください。
2．復帰しない場合は、保証書に記載のお買い上げの販売店にご連絡ください。

4 充電ファン異常 チャージャ・ファンの異常 保証書に記載されているお買い上げ販売店にご連絡ください。

5 インバータ・ファン異常 インバータ・ファンの異常 1．インバータのファンが動作しているかを確認してください。
2．復帰しない場合は、保証書に記載のお買い上げの販売店にご連絡ください。

6 インバータ入力過電流保護 インバータ入力電流が規定値より大きい

7 インバータ入力過温度保護 インバータ入力部の温度が規定値より高い

8 インバータ・バス電圧異常 インバータの信号系電圧値の異常

保証書に記載されているお買い上げ販売店にご連絡ください。

本機のシステム情報タグは、動作時の各部温度や電圧値・電流値をモニターし、異常の発
生を瞬時に察知、適切な処置を自動的に行う事でシステムのトラブルを未然に防ぎます。又、
各部温度や電圧値・電流値のモニターは、自動復帰が出来ない場合でも異常の自己分析を
行い、ユーザーにシステムの正しい状況を提供します。本機が検出する異常の例とその内容、  
対処方法を表 1 に示します。
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英語

言語

日本語

3-3-8   言語の設定

メインメニュー画面から「言語」選択します。

No. 表示 内容 対処方法

9 出力過電圧保護 出力電圧が設定値より高い

10 出力低電圧保護 出力電圧が設定値より低い

11 入力過電圧保護 入力されている電圧値が規定値より高い
1．外部接続機器の電源を落し、再起動して下さい。
2．再起動で復帰しない場合は、保証書に記載のお買い上げの販売店にご連絡ください。

12 入力低電圧保護 入力されている電圧値が規定値より低い
1．直ちに充電を開始して下さい。インバーター出力は、充電量が 10％以上まで充電されると自動
的に復帰します。
2．充電量が 10％まで増加しない場合、保証書に記載のお買い上げの販売店にご連絡ください。

13 インバータ過負荷 インバータの負荷が規定値より高い
1．本機の出力に接続された全ての機器の電源を落とし、接続を解除した後に再起動して下さい。
2．再起動後も症状が変わらない場合は、保証書に記載のお買い上げの販売店にご連絡ください。

14 インバータ過電流 インバータに流れる電流が規定値より多い
1．本機の出力に接続された全ての機器の電源を落とし、接続を解除した後に再起動して下さい。
2．再起動後も症状が変わらない場合は、保証書に記載のお買い上げの販売店にご連絡ください。

15 バイパス過電流 内部バイパス回路に流れる電流が規定値より多い
1．本機の出力に接続された全ての機器の電源を落とし、接続を解除した後に再起動して下さい。
2．再起動後も症状が変わらない場合は、保証書に記載のお買い上げの販売店にご連絡ください。

16 バイパス過負荷 内部バイパス回路の負荷が大きくなっている
1．本機の出力に接続された全ての機器の電源を落とし、接続を解除した後に再起動して下さい。
2．再起動後も症状が変わらない場合は、保証書に記載のお買い上げの販売店にご連絡ください。

17 AC充電短絡異常 AC充電回路の短絡 保証書に記載されているお買い上げ販売店にご連絡ください。

18 AC充電過温度異常
動作温度が70℃を超えた為、システムが自動的に
AC 充電を停止

1．周囲温度が50℃を超えている可能性が考えられます。周囲に熱が籠らないように本機を移動し
て下さい。システムの動作温度が65℃以下に下がると本機は自動的に復帰し、AC 充電を再開しま
す。システムの再起動は必要有りません。
2．自動復帰しない場合は、保証書に記載のお買い上げの販売店にご連絡ください。

19 AC過電圧保護 AC入力電圧が規定値より高い 1．AC入力を遮断し、設定値に対する電圧差を計測します。
2．設定値と測定値に差が無い場合は、保証書に記載のお買い上げの販売店にご連絡ください。

20 AC充電過温度警告 AC充電時の温度が規定値より高い 1．周囲温度を確認してください。
2．本体側面の吸気口やファンが壁等によって塞がれていないか、確認して下さい。

21 PV充電短絡保護 ソーラーパネル充電の入力系統が短絡している
1．ソーラーパネルを本機から切り離し、ソーラーパネル出力が正常か確認して下さい。
2．ソーラーパネル出力が正常で症状が変わらない場合は、保証書に記載のお買い上げの販売店に
ご連絡ください。

22 PV充電過温度保護 ソーラーパネル充電時の温度が80℃を超えた為、充
電を自動的に停止

1．周囲温度が 50℃を超えている可能性が考えられます。チャージャーの温度が75℃以下に下が
ると本機は自動的に復帰し、AC 充電を再開します。システムの再起動は必要有りません。
2．自動復帰しない場合は、保証書に記載のお買い上げの販売店にご連絡ください。

23 PV過電圧保護 ソーラーパネルからの充電電圧が規定値を超えた為、
自動的に充電を停止

1．ソーラーパネルからの充電を中止し、ソーラーパネルの発電電圧を確認してください。
2.  ソーラーパネルに異常が無く、症状が改善されない場合は保証書に記載のお買い上げの販売店
にご連絡ください。

24 PV充電過温度警告 ソーラーパネル充電の温度異常を検出
1．周囲温度を確認してください。
2．本体側面の吸気口やファンが壁等によって塞がれていないか、確認して下さい。

25 電池低温度充電警告 充電温度が規定値より低い

26 電池過温度充電警告 充電温度が規定値より高い

27 電池低温度充電保護 充電温度が規定値より低い為、自動的に充電停止

28 電池過温度充電保護 充電温度が規定値より高い為、自動的に充電停止

29 電池低温度放電警告 放電温度が規定値より低い

30 電池過温度放電警告 放電温度が規定値より高い

31 電池低温度放電保護 放電温度が規定値より低い為、自動的に充電停止

32 電池過温度放電保護 放電温度が規定値より高い為、自動的に充電停止

保証書に記載されているお買い上げ販売店にご連絡ください。

システム情報No.25から32は、バッテリーの動作時（充電と放電）の温度に関する警告と保護で
す。取扱説明書に記載されている、使用環境（動作周囲温度）の範囲内となるように、本機の使
用環境を整えて下さい。何れの場合も、保護回路が動作し、自動的に停止した場合は、環境復帰
の後、再起動して下さい。

20 21

1)

2)
3)
4)

5)

6)

本製品の設置に際しては、腐食性のある外気や液体、塵埃、高温環境を避けてください。
工具などの金属類も本製品の周囲に放置しないでください。
結線に劣化が無いか、確実に正しく結線されているかを確認してください。
ファンに汚れや異音が無いか、確認してください。汚れの有る場合は清掃を行ってください。
本製品のキャビネットを開ける際には、必ず電源がオフとなっている事を確認してください。
また、本製品は容量の大きなキャパシターを備えている為、電源オフ後十分な放電をさせる
為、10 分以上電源オフ状態で放置してからキャビネットを開けてください。
キャビネット内のメンテナンスは、細心の注意を払ってください。内部のメンテナンスに対
しては、以下の点にご留意のうえ、実施してください。

・埃や汚れを乾いた布等で除去してください。
・キャビネット内部のネジや配線端子の固定を確認してください。
・極度な加熱による痕跡が無いか、確認してください。
キャビネットを開けた場合、充電を行う前に電源を入れ、システムが正常に起動している事
を確認してください。
本製品が再起動後に正常に動作しない場合は、即座に電源を落としてから本書の「トラブル
シューティング」の項目を参照し、適切な処置を行ってください。復帰しない場合は、即座
にお買い上げの販売店または弊社にご連絡ください。 解体や配線の取り外しは大変危険です
ので、決して行わないでください。

本製品をより長く安定してお使い頂く為に、定期的なメンテナンスの実施をお勧めします。

4. システム・メンテナンス 
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5. 保証とアフターサービス

無料修理規定

保証書
製品型番 PR-HUG-3200(白) / PR-HUG-3200BK(黒)

対象型番に〇をつけて ください。

保証期間 保証開始日より3年間

年お買い上げ日 月 日

お客様

販売店

お名前

ご住所

お電話 （ ）

〒
様

住所・店名・電話番号

印

※保証書は必ず「販売店・お買い上げ日」などの記入を確かめて販売店からお受け取りください。
※本保証書は、保証期間中、下記の「無料修理規定」に定める範囲で本製品を無料で修理することをお約束するものです。
※保証期間終了後、アフターサービスについてご不明な点は、本保証書記載の受付窓口またはお買い上げの販売店販売会社へお問い合わせください。

1. 取扱説明書等の説明に従って正常な状態で、保証期間中に故障した場合は無料で修理します。この場合は、お買
    い上げの販売店または当社にお問い合わせください。
2. 保証期間内でも、次の場合は有償修理となります。
・取扱い上の不注意、誤用による故障および損傷。
・当社または、当社指定の販売店以外による修理、改造による故障および損傷。
・火災、天災地変または異常電圧、公害、塩害、異物またはゴキブリや虫の侵入などによる故障および損傷。
・油煙、熱、塵、水、直射日光などの劣悪設置による場合。
・お買い上げ後の輸送や移動または落下など、お客様における不適当なお取扱いにより生じた故障・損傷の場合。
・本書のご提示がない場合。
・本書の所定事項の未記入、あるいは字句を書き換えられた場合。その他事実と異なる記載がされていた場合。
・接続している他の機器に起因した故障および損傷。
・周波数帯の異なる地域での使用による故障。
3. 本書は再発行いたしませんので、大切に保管してください。
4. 故障その他による営業上の機会損失は当社では補償いたしません。
5. 本書は日本国内においてのみ有効です。（This warranty is valid only in Japan)

※ 本製品を廃棄されるときのご注意
廃棄の際には、地方自治体、または当社にお問い合わせください。
本製品に内蔵の充電式蓄電池は一般廃棄物、産業廃棄物に該当します。
･市町村の一般ごみ、粗大ごみ、小型家電として捨てないでください。
･本製品を不法投棄しないでください。
･蓄電池の取り外しはお客様自身で行わないでください。


